
の

本で見る

暮らしと文化

聖徳大学収蔵名品展

会場：聖徳大学 企画展示ギャラリー（８号館１階）

─蔦屋重三郎の魅力を探る─

9：00～17：009：00～17：00

入場無料入場無料

9/16～
12/12

9/16～
12/12



主な展示資料

『酒餅(しゅべい)論』 ：酒と餅菓子を擬人化した

物語。「酒田造酒之丞飲み吉」はある日、餅菓

子「大仏鏡の次郎ぬれ餅」たちを罵倒し、つい

に酒と餅菓子の双方の争いは戦いに発展する。

世の食べ物をそれぞれ味方につけ、さて勝利

はどちらの手に？

『絵本見立(みたて)百化鳥(ひゃっかちょう)』 ：実在

しない鳥と植物をユーモラスに描く。左は「あふ木」で

扇を木に見立て、その扇で涼む鳥は「汗とり」（笑）。

■交通のご案内
JR常磐線・JR乗り入れ地下鉄千代田線・京成
松戸線 松戸駅東口より徒歩5分
※学内に駐車場はありません。

■学内への入構、及び、図書館への入館の際に
記帳等の手続きをお願いしています。

≪お問い合わせ先≫
聖徳大学・聖徳大学短期大学部
TEL 047-365-1111（代） 図書館事務室

日曜・祝日、学事日程による休業日休館日

『犬百人一首』 ：

有名な和歌をもじって

狂歌にし、「百人一首」

風にアレンジした本。

右は「売(うる)からに草

双紙(くささうし)でもや

すければむべかふ人

のうれしと云(いふ)ら

む 」、作者は「本屋安

売(ほんやのやすうり)」。

元の歌人は誰でしょうか。


